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廃炉とは？



廃炉？その１ 【東京電力】

「東京電力ホールディングス(株)福島第一原子力発電所

1～4号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ」

目標工程（抜粋）

・汚染水対策

・燃料取り出し

1～6号機燃料取り出しの完了（2031年内）

１号機開始（2027年度～2028年度）

２号機開始（2026年6月2日に着手）

・燃料デブリ取り出し（2号機から着手。段階的に取出し規模を拡大）

・廃棄物対策



廃炉？その２ 【東京電力】（ホームページ）

「廃炉中長期実行プラン2026」

• 汚染水対策・処理水対策

• プール燃料取り出し（1・2号機）

• 燃料デブリ取り出し

• 廃棄物対策

• その他対策



廃炉？その３【原子力規制委員会】

「福島第一原発の中期的リスクの低減目標マップ」
（2026年2月版、毎年改定）

固形状の放射性物質：

水処理廃棄物等、瓦礫類等、建屋解体物等、核種分析

固形状の放射性物質以外の主要な目標：

汚染水対策、原子炉建屋内のリスクの低減、設備・施設の維
持・撤去、廃炉作業を進める上で重要なもの



現在進行している「廃炉」とは「廃止措置」なのか？
それとも「事故処理」中なのか、または「事故そのものが進

行中」なのか？

●「廃止措置」（炉規法§43-3-34）とは、

通常炉の場合、営業運転の終了後、核燃料物質を撤去して他所

に移動した後に、開始する。

●現在行なわれているのは「危険時の措置」（炉規法§64）

・災害が起こった原子力施設に対する応急の措置

・特別の措置を要する施設「特定原子力施設」に指定

・「保安又は特定核燃料物質の防護のための措置を実施する

計画」の提出を命ずる

NDF（2025）による説明



「緊急事態宣言」とは？（原子力災害対策特別措置法)

「緊急事態宣言」を要する場合（原災法§15-1-1）

・放射線量が、異常な水準の放射線量の基準として政令で定め

るもの※以上である場合

・その他政令で定めるものが生じた場合

宣言の内容（原災法§15-2）

1. 区域、2. 事態の概要、

3. その他居住者等に周知させる事項

※ 二地点以上又は十分間以上継続して5μSv/h

（原災法施行令§6-3）



「緊急事態宣言」の解除 はいつ？

「緊急事態解除宣言」（原災法§15-2）

内閣総理大臣は・・・災害の拡大の防止を図るための応急の

対策を実施する必要がなくなったと認めるとき

1. 事後対策を実施すべき区域

2. その他居住者等に対し、周知させるべき事項



●「廃炉」の最終形が定義されていない

●「燃料デブリ」とは何かも定義されていない

●法的に定めないと、勝手に「取り出し完了」「廃炉完了」とされても違法にならない

尾松 亮 氏講演（2026/8/1)より

参考



CsMP（Cesium-rich Microparticle）
高濃度放射性セシウム含有微粒子

「セシウムボール」とも



放射能マップに
CsMP の個数、放
射能寄与率の分布
を重ねた図
P1～9は主要な放射
性プルームの軌跡
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宇都宮聡 元九州大学大学院准教授
らによる調査研究
（九州大学プレスリリース

2019/10/23）



図1：2011年夏までに採集された福島県内100地点の表層土壌に対するCsMP定量結果

K. Miyazaki, et.al.(2026) Uncovering Hidden Dispersion Patterns of Radioactive Cesium-Rich 
Microparticles from Fukushima Daiichi. Journal of Hazardous Materials

福島第一原発事故で放出された高濃度放射性セシウム含有微粒子（CsMP）の広域拡散を定量的に解明
筑波大学プレスリリース（2026/6/12）
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CsＭＰに関するまとめ

• 大気汚染物質のPM2.5と同じように、エアロゾルとして遠くまで
拡散している。

• 原発周辺ばかりでなく、東京を含む関東圏まで飛散したことが確
認された。

• もしCsMPを吸入した場合、気管や肺などに固着して排出されず、
周辺部への被ばくが長期に続くおそれがある。

• 微粒子による内部被ばくは、体内の一部分に放射線のエネルギー
が集中的に吸収されることによって、外部被ばくより深刻な影響
があり得る。

• ICRPの勧告では、内部被ばくの影響を外部被ばくと区別してお
らず、公的には注意喚起が全くなされていない。
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https://thebulletin.org/premium/2025-01/how-fukushimas-radioactive-fallout-in-tokyo-was-
concealed-from-the-public/

By François Diaz-Maurin January 13, 2025
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